
今
年
の
人
事
院
勧
告
は
、

私
た
ち
の
運
動
の
結
果
を
反

映
し
、
す
べ
て
の
職
員
の
俸

給
表
の
引
き
上
げ
、
期
末
・

勤
勉
手
当
も
引
き
上
げ
ま
し

た
。
し
か
し
、
民
間
の
初
任

給
と
は
依
然
と
し
て
大
き
な

格
差
も
あ
り
、
物
価
高
騰
に

及
ば
な
い
改
定
率
で
、
生
活

改
善
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

勤
勉
手
当
の
成
績
率
の
上
限

２
倍
に
引
き
上
げ
言
及
な
ど
、

成
績
主
義
の
強
化
も
狙
わ
れ

て
い
ま
す
。

非
常
勤
職
員
の
給
与
改
定

で
は
、
常
勤
職
員
同
様
の
取

扱
い
を
基
本
と
し
各
府
省
を

指
導
す
る
と
し
ま
し
た
。
自

治
体
で
も
４
割
に
の
ぼ
る
会

計
年
度
任
用
職
員
の
一
時
金

支
給
、
賃
金
の
遡
及
改
定
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

自
治
労
連
は
、
公
務
・
公

共
の
役
割
を
発
揮
し
て
奮
闘

す
る
公
務
労
働
者
に
報
い
、

疲
弊
す
る
地
域
経
済
を
回
復

す
る
た
め
、
生
計
費
原
則
に

基
づ
く
大
幅
な
賃
上
げ
、
処

遇
改
善
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
「
過
労
死
ラ
イ
ン
」

を
超
え
る
長
時
間
労
働
を
解

消
し
、
住
民
と
職
員
の
い
の

ち
と
健
康
を
守
る
た
め
に
、

大
幅
な
体
制
強
化
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
雇
用
の
安
定

と
処
遇
改
善
を
強
く
要
求
し

て
い
き
ま
す
。

県
本
部
は
７
月

15

日
、

「
第

82回
定
期
大
会
」
を
開

催
し

19単
組

62人
（
＋
来
賓

･
争
議
団
５
人
）
が
参
加
。

今
年
は
リ
ア
ル
参
加
を
追
求

し
て
開
催
。

15人
の
発
言
・

意
見
を
受
け
、
全
て
の
報
告
・

議
案
を
採
択
し
新
役
員
を
選

出
し
ま
し
た
。
（
※
発
言
･

抜
粋
要
約
）

【
青
年
部
】
愛
知
と
の
交
流

会
、
青
年
講
座
、
反
核
へ
ん

ろ
な
ど
実
施
。
青
プ
ロ
に
続

く
企
画
を
９
月
に
予
定
し
、

大
き
く
成
功
さ
せ
た
い
。

【
宇
和
島
病
院
】
近
隣
と
比

べ
低
い
初
任
給
改
善
が
課
題
。

要
求
書
提
出
し
初
任
給
改
善

と
在
職
者
調
整
も
求
め
て
い

る
。
【
新
居
浜
】
採
用
増
へ

初
任
給
改
善
な
ど
求
め
た
い
。

【
今
治
】
夏
季
休
暇
５
日
に
、

子
の
看
護
休
暇
対
象
が
義
務

教
育
終
了
ま
で
に
、
孫
の
看

護
休
暇
は
新
設
。
【
新
居
浜

水
道
】

36協
定
を
締
結
。
協

定
に
触
れ
そ
う
な
事
例
も
あ

り
、
再
発
防
止
へ
協
議
中
。

【
医
療
介
護
評
】
西
予
市
立

病
院
・
介
護
施
設
の
指
定
管

理
問
題
で
組
合
は
指
定
管
理

撤
回
を
求
め
る
要
求
書
提
出

し
、
組
合
員
学
習
会
を
開
催
。

こ
の
問
題
を
地
域
医
療
を
守

る
た
め
の
全
県
の
問
題
と
し

て
と
ら
え
協
力
支
援
を
。

【
西
予
】
長
年
要
求
し
て
き

た
職
員
に
よ
る
日
直
業
務
の

廃
止
が
実
現
し
、
組
合
要
求

に
よ
る
職
場
改
善
を
実
感
。

【
宇
和
島
】
交
渉
で
人
員
不

足
の
職
場
の
声
を
伝
え
、
産

休
育
休
欠
員
へ
の
対
応
を
要

求
し
継
続
交
渉
中
。
【
保
育

部
会
】
自
治
体
担
当
者
訪
問
・

要
請
を
実
施
し
、
担
当
課
や

議
長
と
懇
談
し
意
見
書
採
択

の
陳
情
を
行
う
。
【
松
山
】

20年
近
く
な
か
っ
た
現
業
正

規
職
員
採
用
を
組
合
提
案
も

行
い
実
現
さ
せ
た
い
。
【
西

条
】
若
年
層
の
退
職
が
多
く
、

定
着
へ
の
要
求
も
進
め
る
。

【
東
温
】
次
世
代
育
成
休
暇

で
の
改
善
を
求
め
た
。
【
今

治
水
道
】
全
国
公
企
青
年
の

つ
ど
い
に
参
加
し
、
他
の
自

治
体
と
の
交
流
の
重
要
性
に

気
づ
か
さ
れ
た
。
【
内
子
】

近
年
は
メ
ン
タ
ル
を
病
む
若

手
が
多
く
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
。
要
求

で
は
４
月
か
ら
の
初
任
給
改

善
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

期
末
手
当
上
乗
せ
、
高
齢
者

部
分
休
業
制
度
の
導
入
も
決

ま
っ
た
。
交
渉
の
結
果
が
実
っ

た
。
【
共
済
議
員
団
】
会
計

年
度
任
用
職
員
の
加
入
の
影

響
で
医
療
費
が
増
加
傾
向
。

収
支
バ
ラ
ン
ス
改
善
に
も
つ

な
が
る
の
で
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
処
遇
改
善
要
求
を

進
め
て
ほ
し
い
。

県
本
部
保
育
部
会
は
７
月

31日
～
８
月
７
日
に
か
け
て
、

自
治
体
担
当
課
要
請
・
懇
談

と
議
長
要
請
を
実
施
。
担
当

課
で
は
「
自
治
体
へ
の
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
表
」
と

「
『
子
ど
も
た
ち
に
も
う
一

人
保
育
士
を
』
の
県
内
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
」
を
持
参
し
、

「
子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心

の
た
め
に
、
自
治
体
の
責
任

で
子
育
て
支
援
関
連
の
拡
充
」

に
つ
い
て
要
請
。
各
議
会
で

は
「
保
育
士
配
置
基
準
の
改

善
お
よ
び
保
育
士
の
処
遇
改

善
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提

出
を
求
め
る
請
願
・
陳
情
に

と
り
く
み
、
県
議
会
の
「
幼

児
教
育
及
び
保
育
へ
の
さ
ら

な
る
支
援
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
」
（
今
年
２
月
採
択
）

も
紹
介
し
、
各
自
治
体
議
会

の
議
長
と
の
懇
談
を
依
頼
し

ま
し
た
。
西
予
市
で
は
保
育

士
か
ら
「
国
の
保
育
士
配
置

基
準
ど
お
り
だ
と
、
き
め
細

や
か
な
子
ど
も
た
ち
と
の
関

わ
り
が
で
き
な
い
。
現
在
は

子
ど
も
が
少
な
い
た
め
、
以

前
よ
り
も
い
い
保
育
が
で
き

て
い
る
」
と
現
場
状
況
を
発

言
。
保
育
士
の
確
保
で
は

「
慢
性
的
な
保
育
士
不
足
で

常
に
求
人
を
出
し
て
い
る
状

況
。
配
置
基
準
の
見
直
し
で

さ
ら
に
保
育
士
不
足
に
お
ち

い
る
可
能
性
も
あ
る
。
処
遇

改
善
も
あ
わ
せ
て
し
て
い
か

な
い
と
保
育
士
に
な
り
た
い

人
が
増
え
て
い
か
な
い
」
な

ど
当
局
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。

（１） 第５５９号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２３年 ８月２０日

第 ５５９ 号

日 程

【８月】

20 医療介護評議会幹事会

（西予・web併用）・西予

地域医療講演会（西予）

23 県公務員共闘会議幹事会

24 県自治体問題研究所理事

会・研究例会

26 自治労連事前会議（山口）

27 自治労連定期大会

（山口～29）

【９月】

１ 宇和島病院労組新入組合

員歓迎会

２ 愛媛労連定期大会

（共済会館）

９ 県本部拡大執行委員会・

県本部労働学校（～10）

16 青年部ドキジャム（今治）

県医労連定期大会（内子）

県民大運動学習会

（共済会館）

24 保育部会幹事会

27 新居浜水道労組定期大会

公務労組連絡会定期総会

（東京）

■８月７日、人事院は国会と内閣に対し、官民較差0.96％・3,869円にもとづき国家公務員の本俸（月例給）すべての号給の

引上げ、一時金（ボーナス）支給月数を0.10月引き上げる「勧告」を行いました。

◎初任給引上げ…高卒12,000円・大卒11,000円 ◎全職員平均…月収2.7％・年収3.3％改善

１．「給与勧告」のポイント（抜粋要約）

１）本 俸…初任給を始め若年層に重点を置き給料表全体（すべての号給）引上げ

高卒初任給を約８％・12,000円、大卒初任給を約６％・11,000円引上げ

〔実施時期〕2023（Ｒ５）年４月１日に遡って適用

２）一 時 金…0.10月分引上げ→年間4.50月分に改定し、期末手当・勤勉手当に配分

〔実施時期〕法律の公布日（12月１日までに自治体の条例が

改定されれば下記が適用）

〔今 年 度〕12月の期末手当＋0.05月・勤勉手当が＋0.05月

〔来年度～〕6月と12月の期末手当と勤勉手当がそれぞれ＋0.025月

３）在宅勤務手当…テレワーク中心の働き方の職員の高熱水道費等負担軽減のため

月額3,000円支給〔新設〕（支給される職員は通勤手当に所要の

措置→減額）〔実施時期〕2024（Ｒ６）年４月１日

４）非常勤職員の給与…今年４月非常勤職員給与を常勤職員給与改定に準じて改定する「人事院指針」発出

→この「指針」の内容に沿った適切な給与改定が行われるよう各府省を指導する。

２．「勤務時間に関する勧告」のポイント（抜粋要約）

《選択的週休３日制》フレックスタイム制の活用により、勤務時間の総量を維持した上で、週１日を限度に「勤務時間を割り

振らない日＝ゼロ割振り日」を設定可能とする。〔実施時期〕2025（Ｒ７）年４月１日

《夏季休暇》休暇の使用可能期間（７月～９月）が業務繁忙期にあたり、休暇使用が困難な状況が一部に生じているため、

期間を前後各１カ月拡大（６月～10月）する。〔実施時期〕2024（Ｒ６）年１月１日

《勤務間のインターバル確保》国家公務員についても、勤務間のインターバル確保の取り組みを早急に推進する必要があり、

人事院規則に新たな努力義務規定を設け、2024（Ｒ６）年４月の施行をめざす。



西
条
市
職
労
は
７
月

26日
、

定
期
大
会
を
開
催
し
、
約

50

人
が
参
加
。
来
賓
の
県
本
部

森
賀
委
員
長
が
、

23人
勧
の

最
新
情
報
を
報
告
し
激
励
。

経
過
報
告
で
は
、
こ
の
間
の

支
所
統
合
の
影
響
や
自
治
体

Ｄ
Ｘ
の
状
況
、
人
勧
の
賃
金

改
定
だ
け
で
は
物
価
の
上
昇

に
追
い
付
か
ず
、
さ
ら
な
る

改
善
が
必
要
、
保
育
士
配
置

基
準
改
善
の
「
子
ど
も
た
ち

に
も
う
一
人
保
育
士
を
」
な

ど
の
活
動
を
報
告
。
運
動
方

針
で
は
、
人
勧
で
の
プ
ラ
ス

勧
告
や
最
低
賃
金
大
幅
引
き

上
げ
の
情
勢
で
、
業
務
量
に

見
あ
う
大
幅
賃
上
げ
、
人
員

増
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
維
持

で
き
る
労
働
条
件
と
よ
り
良

い
職
場
環
境
め
ざ
す
な
ど
提

起
し
全
会
一
致
で
可
決
。
最

後
に
越
智
新
委
員
長
の
「
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
締
め
て

閉
会
し
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は
７
月

27日
、

定
期
大
会
を
開
催
し

23

人

（
委
任
状
１
２
８
人
）
が
参

加
し
、
す
べ
て
の
議
案
を
滞

り
な
く
審
議
し
ま
し
た
。
県

本
部
森
賀
委
員
長
が
来
賓
と

し
て
あ
い
さ
つ
。
大
会
で
は
、

組
合
員
の
職
場
ト
ラ
ブ
ル
や

労
働
災
害
に
寄
り
添
い
、
解

決
に
向
け
て
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
こ
と
、
組
合
カ

レ
ッ
ジ
や
組
合
員
全
体
の
交

流
機
会
の
創
出
、
時
代
に
即

し
た
組
合
員
本
位
の
新
し
い

労
働
組
合
へ
の
変
革
を
提
案

し
、
賛
成
多
数
で
承
認
を
得

ま
し
た
。
最
後
は
『
お
な
じ

み
』
の
久
保
執
行
委
員
長
に

よ
る
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
大
会
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。
新
執
行
体
制
の
も
と
、

運
動
方
針
で
掲
げ
た
「
組
合

加
入
幸
福
度
」
の
向
上
を
図

る
運
営
を
進
め
ま
す
。

宇
和
島
市
職
は
７
月

28日
、

定
期
総
会
を
４
年
ぶ
り
に
実

開
催
し

19人
が
参
加
。
河
野

委
員
長
が
「
若
い
方
に
も
っ

と
組
合
に
入
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
学
習
や
交
流
会
な
ど
、

も
っ
と
組
合
活
動
を
活
発
に

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
県
本
部
森
賀
委
員
長
が

「

23人
勧
情
報
、
保
育
士
配

置
基
準
改
善
を
め
ざ
す
活
動
」

な
ど
報
告
し
あ
い
さ
つ
。
活

動
報
告
で
は
「
４
月
新
採
職

員
へ
の
声
か
け
活
動
や
説
明

会
を
行
い
、
新
採
２
人
が
加

入
」
「

11月
に
秋
季
要
求
書

を
提
出
、
育
休
枠
で
の
正
規

職
員
の
一
定
数
確
保
、
保
育

の
正
規
職
員
の
処
遇
改
善
、

保
育
職
場
の
休
憩
時
間
・
パ

ソ
コ
ン
時
間
の
確
保
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当

な
ど
待
遇
改
善
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
労
働
条
件
の
改
善

今
後
も
要
求
を
続
け
て
い
く

と
報
告
。
総
会
後
の
交
流
会

で
は
、
先
輩
と
新
採
と
で
話

も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

南
予
総
支
部
は
８
月
２
日
、

定
期
総
会
を
開
催
し
５
単
組

13人
が
参
加
。
柿
原
総
支
部

長
（
西
予
市
職
労
）
が
「
西

予
市
立
病
院
等
の
民
営
化
問

題
で
は
活
動
へ
の
ご
支
援
も

い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
い

る
。
本
日
の
代
表
者
会
議
に

お
い
て
も
、
し
っ
か
り
交
流

し
懇
親
を
深
め
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
活
動
報
告
や
収
支

報
告
な
ど
全
て
を
承
認
。
そ

の
他
事
務
局
体
制
や
各
種
参

加
に
つ
い
て
、
今
後
の
総
支

部
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む

よ
う
総
支
部
内
の
ル
ー
ル
を

再
確
認
し
、
自
治
労
連
全
国

大
会
へ
の
代
議
員
参
加
も
相

談
し
ま
し
た
。

23年
度
は
事

務
局
単
組
が
内
子
町
職
へ
移

り
、
力
石
新
総
支
部
長
が

「
コ
ロ
ナ
禍
前
の
よ
う
に
活

発
な
交
流
で
単
組
間
の
融
和

を
図
り
た
い
」
と
決
意
表
明
。

総
会
後
の
懇
親
会
で
踏
み
込

ん
だ
交
流
も
で
き
ま
し
た
。

県
本
部
青
年
部
は
７
月

22

日
、
定
期
大
会
を
開
催
し
６

単
組

14人
が
参
加
。
経
過
報

告
で
は
「
愛
知
青
年
部
と
の

交
流
会
」
「
県
自
治
研
青
年

講
座
」
「
反
核
へ
ん
ろ
」
な

ど
を
報
告
。
運
動
方
針
で
は

坂
東
部
長
が
「
学
習
活
動
」

「
単
組
を
超
え
た
青
年
の
交

流
」
「
交
流
企
画
ド
キ
ジ
ャ

ム
、
県
自
治
研
青
年
講
座
の

開
催
」
な
ど
提
案
。
坂
東
部

長
が
討
論
の
ま
と
め
と
し
て

「
自
治
体
を
支
え
る
の
は
青

年
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
仲

間
づ
く
り
が
大
事
。
１
年
目

だ
け
で
な
く
コ
ロ
ナ
が
流
行

り
だ
し
た
頃
に
職
員
と
な
っ

た
方
の
ケ
ア
が
必
要
と
思
う
」

と
話
し
、
議
案
を
採
決
し
て

確
認
。
坂
東
部
長
な
ど
新
役

員
を
選
出
し
て
、
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
大
会
を
閉
じ
ま
し

た
。

８
月
９
日
、
千
羽
鶴
を
海

外
へ
送
る
つ
ど
い
が
開
催
さ

れ

17人
が
参
加
。
こ
の
と
り

く
み
は
１
９
９
０
年
か
ら
今

年
で

34年
目
。
は
じ
め
に
原

爆
や
戦
争
の
犠
牲
者
に
対
し

黙
祷
。
今
井
平
和
行
進
愛
媛

実
行
委
員
長
は
「
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
後
も
核
兵

器
禁
止
条
約
へ
の
批
准
国
は

着
実
に
増
え
て
い
る
。
愛
媛

か
ら
海
外
へ
核
廃
絶
の
思
い

を
の
せ
て
折
り
鶴
を
届
け
よ

う
」
な
ど
あ
い
さ
つ
。
愛
媛

の
平
和
行
進
の
特
徴
報
告
の

後
、
「
被
爆
者
の
体
験
を
語

る
」
と
し
て
、
広
島
で
胎
内

被
曝
し
た
松
浦
秀
人
さ
ん
が

母
の
体
験
と
世
代
を
こ
え
て

体
を
む
し
ば
む
原
爆
の
恐
ろ

し
さ
を
語
り
ま
し
た
。
今
年

は
県
内
の
個
人
・
団
体
か
ら

約

18万
羽
の
折
り
鶴
が
集
め

ら
れ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
６
つ
の
反
核
・
平

和
団
体
に
向
け
て
発
送
。
今

回
分
を
合
わ
せ

33カ
国

97団

体
５
６
２
万
１
千
羽
を
贈
り

ま
し
た
。

■
同
僚
に
夏
野
菜
を
た
く
さ

ん
お
裾
分
け
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
食
卓
の
カ
ラ
フ
ル
な

野
菜
を
見
て
暑
い
夏
も
楽
し

め
る
気
が
し
て
い
ま
す
。

（
松
山
・
貝
崎
）

■
も
と
も
と
暑
が
り
な
と
こ

ろ
へ
年
齢
的
に
体
温
の
調
節

が
う
ま
く
で
き
ず
、
ア
イ
ス

の
ご
ほ
う
び
が
何
よ
り
も
う

れ
し
い
で
す
。
今
年
の
夏
も

暑
そ
う
で
す
ね
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
で
す

が
、
人
間
ド
ッ
ク
で
良
い
結

果
が
出
る
よ
う
に
昼
休
み
走
っ

て
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
藤
田
）

■
飲
み
会
や
イ
ベ
ン
ト
が
復

活
し
ま
し
た
！
日
々
忙
し
い

け
ど
、
人
と
関
わ
り
笑
っ
て
、

充
実
し
て
る
っ
て
ウ
キ
ウ
キ

し
て
ま
す
！

（
新
居
浜
・
山
本
）

■
最
近
、
弟
に
教
え
て
も
ら

い
麻
雀
を
覚
え
ま
し
た
。
全

然
興
味
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
で
は
徹
夜
で
麻
雀
を

す
る
人
の
気
持
ち
が
わ
か
り

ま
す
（
笑
）
。
Ａ
Ｃ
の
Ｃ
Ｍ

じ
ゃ
な
い
で
す
が
、
何
歳
か

ら
で
も
、
何
で
も
い
ろ
い
ろ

や
っ
て
み
る
も
の
だ
な
～
と

思
い
ま
し
た
。
お
相
手
し
て

く
れ
る
方
待
っ
て
ま
す
！

（
新
居
浜
・
大
西
）

■
コ
ロ
ナ
５
類
移
行
で
組
合

活
動
も
活
発
に
で
き
る
様
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
賃
上

げ
や
正
規
職
員
採
用
、
子
ど

も
の
看
護
休
暇
の
拡
大
な
ど
、

要
求
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
新
居
浜
・
鈴
木
）

■
職
場
内
で
、
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
仲
間
を
じ
わ
じ
わ
増
や
し

中
で
す
！

（
新
居
浜
・
筒
井
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５５９号

２０２３年 ８月２０日

■
５
５
７
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
コ
イ
ハ
モ
ウ
モ
ク
」

（
恋
は
盲
目
）
で
し
た
。
正

解
は

13通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

黒
川
夏
実
（
新
居
浜
）

藤
井
隆
嗣
（
新
居
浜
）

武
智

徹
（
東

温
）

貝
崎
美
都
志
（
松

山
）

藤
田
圭
亮
（
新
居
浜
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
９
月

27日
【
発

表
】
５
６
１
号
（

10月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①太平洋にあったとされる伝説上の大陸

④給料が支給されない。○○○○⇔有給

⑦竹で編んだ垣根のこと。早口言葉にも登場

⑧役に立つこと。○○○○⇔無用

⑨地上に降る雨の量

【タテのカギ】

①（四字熟語）何かに心を奪われ、われを

忘れること

②（四字熟語）種類が多く、さまざまで

あること

③元素記号Ｐ原子番号15

⑤他人から聞いた知識や話をそのまま違う

人に話すこと

⑥（悪い意味で）いい加減。○○○○な返事

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

夜
市
な
ど
も
す
る
お
店
が
集
ま
っ
て
い
る

地
区
の
こ
と
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


